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☆旬を感じるニュースをお届け☆

完成予想図

この橋とバイパスが完成することで、大井町と秦

野市の交流がより活発になることを期待します。
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　県道秦野大井線は、大井町山田地内と秦野市渋沢地
内を連絡する地域の交流・連携を支える幹線道路です。
　篠窪トンネルから秦野市までの区間は、道幅が狭い
ため、橋梁を含む約１㎞のバイパスとして、平成16年
度から工事着手し、平成28年度中の供用開始に向けて
整備が進められています。
　現在は、橋脚部分の工事をしています。

（仮称）篠窪大橋建設中

３歳までの天使の写真募集！ 
町民課　☎ 85-5004

の
ほほえみ天使 Angel smile

左から　柳沢心
み ゆ

結ちゃん（1 歳 5 か月）（河原）
　　　　柳沢　凛

りん

ちゃん（3 歳 5 か月） （河原）
　　　　志村駈

く う と

音くん　（2 歳 5 か月） （河原）
　　　　古木翔

か け る

琉くん　（1 歳 5 か月） （上大井）
　　　　野村日

ひ な た

向大くん（1 歳 5 か月） （馬場）

｢みんな 12 月生まれ｣
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　５月18日㈰ 酒匂川左岸周辺で平成26年度酒匂川統一美化

キャンペーンを開催しました。

　この取り組みは酒匂川周辺の市町で、この時期に一斉に行

われているもので、大井町では20団体539人が参加し、可燃

ごみを100kg、不燃ごみを70kg回収しました。

　周辺企業や大井高校による美化活動が実施されていることや、パ

トロールを強化していることもあって、このキャンペーンでのごみの

回収量は年々減少していますが、酒匂川への不法投棄は絶えません。

皆さん一人ひとりの心がけで、きれいな酒匂川を保ちましょう。

　みんなでつくろう！きれいな酒匂川
生活環境課　☎ 85-5010

3
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日時　　8月2日㈯　※雨天の場合は3日㈰

会場　　大井町役場駐車場、けやき通り

内容　　ジュニア＆キッズダンスフェスティバル　12:00～15:00（予定）

　　　　よさこいひょうたん踊りコンテスト　　 　16:00～21:00（予定）

主催　　第28回大井よさこいひょうたん祭り実行委員会

よさこいひょうたん踊りコンテスト

大井町役場　地域振興課
住所　　〒 258-8501　大井町金子 1995
電話　　0465-85-5013　
FAX　　0465-82-3295
メール　　shinkou@town.oi.kanagawa.jp

公式 HP　http://ooi-hyoutanmatsuri.com/

ジュニア＆キッズダンスフェスティバル

足柄上商工会　「ひょうたん祭ジュニア＆キッズ」係
住所　　〒 258-0003　松田町松田惣領 2083 ｰ 2　
電話　　0465-83-3211
FAX　　0465-83-3213
メール　　kids@ultra-ashikami.jp

申込・問い合わせ先

第 28 回大井よさこいひょうたん祭
東日本大震災復興支援イベント

　大井町最大の夏祭りである「大井よさこいひょうたん祭」。
　今年の「よさこいひょうたん踊りコンテスト」では、「祭りを通じて健康で明るく住み
よい町づくりをめざす」というこの祭りの原点を思いだし、より多くの方に参加してもら
うため「よさこいひょうたん踊り」や「よさこいひょうたんサンバ」の原曲を使用して踊る

「正調部門」を設けました。
　また、昨年に引き続き福島県富岡町から「チーム富岡さくらＹＯＳＡＫＯＩ」を招き、
よさこい踊りを通じた支援・交流を行います。
　皆さんで楽しい祭りを作り上げましょう。



5

ひょうたん祭を熱く盛り上げるチームを募集します。
　今年は、従来のコンテストに加えて「よさこいひょうたん踊
り」や「よさこいひょうたんサンバ」の原曲を使用する「正調
部門」を新たに設けます。
　「正調部門」に参加するチームには、楽曲の音源は実行委
員会から提供し、踊りの指導（講師の派遣）も行います。自
治会やダンスサークルの皆さん、ぜひ参加してみませんか。

時間　16:00 ～ 21:00（予定）

場所　パフォーマンス広場、けやき通り

条件　・チーム人数が 15 人～ 100 人であること。

　　　・踊り子は両手に鳴子を持って踊ること。

　　　・楽曲は５分以内であること。

　　　・祭当日に実行委員会が撮影する、参加チームや踊

　　　　り子の肖像権、著作権が実行委員会に帰属するこ

　　　　とを承諾いただけること（次回以降のポスター・

　　　　チラシ・ＨＰなどに使用します）。

　　　※正調部門のみ下記の条件が加わります。

　　　・楽曲は「よさこいひょうたん踊り」または「よさ

　　　　こいひょうたんサンバ」の原曲を使用すること

　　　　（振付は自由）

申込　６月 20 日㈮までに下記の書類に必要事項を記入し、

　　　直接・郵送・メールなどで申し込みください。　

　　　 ・申込書（公式ＨＰからダウンロードしてください）

　　　・音源２枚（媒体はＣＤのみとします）

　　　※「正調部門」に参加するチームは、音源の提出は

　　　　必要ありません。

　　　・チーム写真（デジタルデータ・プリント可）

よさこいひょうたん踊りコンテスト参加チーム募集

県西地域最大規模のダンスフェスティバルです。
　ヒップホップやストリートダンス、ジャズダンス、阿波踊り、
よさこいひょうたん踊りなど、ジャンルにとらわれず好きな踊
りを４分間、ステージで披露していただきます。

時間　12:00 ～ 15:00（予定）　

場所　パフォーマンス広場（予定）

条件　・構成メンバーは 18 歳以下（チーム人数は自由）

　　　・フェスティバル当日に実行委員会が撮影する参加

　　　　チームや踊り子の肖像権・著作権が実行委員会に

　　　　帰属することを承諾いただけること（次回以降の

　　　　ポスター・チラシ・ＨＰなどに使用します）

申込　６月 20 日㈮までに下記の書類の必要事項を記入し、

　　　直接・郵送・メールなどで申し込みください。　

　　　 ・申込書（公式ＨＰからダウンロードしてください）

　　　・音源２枚（媒体はＣＤのみとします）

　　　・チーム写真（デジタルデータ・プリント可）

ジュニア＆キッズダンスフェスティバル参加チーム募集

詳細は、公式 HP（http://ooi-hyoutanmatsuri.com/）をご覧ください。

コンテスト説明会　

日時　6 月 5 日 ㈭　20:00 ～

場所　生涯学習センター　2 階　第 1・2 会議室

フェスティバル説明会　

日時　6 月 5 日 ㈭　19:00 ～

場所　生涯学習センター　2 階　第 1・2 会議室



66

　
環
境
省
で
は
、
５
月
30
日
の
ゴ

ミ
ゼ
ロ
の
日
か
ら
６
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５
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懲
役
も
し
く
は
１
，

０
０
０
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さ
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を
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０
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。

　

な
お
、
ご
自
身
の
安
全
を
確
保

し
て
い
た
だ
き
、
投
棄
者
に
接

触
し
た
り
連
絡
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
避
け

て
く
だ
さ
い
。
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　 毎 朝、散 歩をしな が

ら、酒匂川の土手沿いな

どの監視をしています。

最近は、以前に比べて不

法投棄の件数は減って

いますが、年末や年度末

になると、引っ越しで出

たたんすやテレビなど

粗大ごみなどが捨てら

れることが目立ちます。また、過去には刃物などが捨

てられたことがありました。知らずに触ってけがをす

ることなど、いろいろな危険があります。地域で土手

の草を刈ってごみを隠して捨てられないように活動

をしていますが、何よりもひとりひとりが、ルールを

守って行動することが大切です。

岡部　長
たけし

さん
（西大井）

　自治会の集まりなど

で、地域の方には不法

投棄があった場合は、す

ぐに連絡するようにお

願いしています。投棄が

目立つ場所は、茂みの

中や人目のつかない場

所です。また、資材など

の管理が不十分で混と

んとしている場所には、ごみが集まってくる印象があ

ります。皆さんできれいな環境を作れば、捨てる人

も減るのではないかと思います。また、地域に多くの

人が訪れてほしいので、きれいな町を維持し、大井

町が活性化していくことを願います。

夏苅　静
し ず お

男さん
（赤田）

主な不法投棄物　

たんす・テレビ・冷蔵庫・パソコン

土砂・コンクリート・家庭ごみなど

◎平成２５年度の不法投棄状況
住民からの通報　 27 件　（警察および生活環境課）

※ごみ置き場含む

証拠物を発見　　 11 件

警察へ上申　　　  6 件　※警察への通報

微罪処分（検挙） 　 1 件　（不法投棄物の処分および書類送検）

注意処分　　　　　4 件　（不法投棄物の撤去および処分）

不法投棄監視員に現状を聞く

町では、年間を通して環境パトロールを行い不法投棄されたごみな
どを回収しています

◎環境パトロール

※ごみ置き場にあった粗大ごみや分別されていないごみなどを含みます。

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度
回数 42 回 42 回 43 回 41 回
回収量 9,730㎏ 8,670㎏ 7,950㎏ 8,540㎏

足柄上地区不法投棄監視員　

　足柄上地域では、地域の不法投棄の撲滅を図るた

め、不法投棄の監視、通報、未然防止の啓発などを

行い地域の快適な生活環境や良好な自然環境を確保

することを目的に、各市町が推薦し、県西地域県政

総合センター所長が「足柄上地区不法投棄監視委員」

を委嘱しています。

※大井町は 6 人
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　なぜ、町に登録し、毎年予防注射をするの？

犬の狂犬病予防注射は
                        受けましたか ?

　生後 91 日以上の犬には、狂犬病予防法に基づき、

毎年 1 回（6 月 30 日までに）、狂犬病予防注射を受け

させる義務があります。

　まだ受けさせていない方は動物病院で注射を受け

させてください。

　ただし、病気や老衰などの理由で注射が受けられ

ない場合は、注射を猶予することができますので、動

物病院が発行する「狂犬病予防注射猶予証明書」を

生活環境課に提出してください。

※注射料金は、直接動物病院へ確認をしてください。

　狂犬病はヒトが発症すると有効な治療法もなく、

必ず死にいたる恐ろしい病です。日本では、1957 年

以降、狂犬病は発生していませんが、近隣の国であ

る中国や韓国、ロシアなどではいずれも狂犬病が流

行しています。近年では、1961 年以降、ヒトや動物

の狂犬病発生報告がなかった台湾でも、52 年ぶり

に狂犬病に感染・発症した飼い犬やイタチアナグマ

が確認されました。日本は世界でも数少ない狂犬病

が発生していない国ですが、台湾と同様に突如発生

する恐れがあります。

　海外との交流が盛んな現在、狂犬病はいつ日本に

侵入しても不思議ではありません。しかし、万が一

発生しても、犬の免疫力を高めておけば、被害を最

小限に留めることができます。そのため、「毎年 1 回

の狂犬病予防注射」の実施と、地域で犬がどれくら

い飼育されているのか、町が常日頃から飼育数を把

握することで、狂犬病が発生しても迅速な対応を可

能とするために「犬の登録」をお願いしています。

　日本が狂犬病を防ぐことができているのは、徹底

した犬の登録と狂犬病予防注射などの対策を行って

いるからです。必ず、町への登録と狂犬病予防注射

を行いましょう。

生活環境課　☎ 85-5010

犬の登録と狂犬病予防注射

住所変更など登録内容に
変更があった場合や、犬が
死亡した場合も届出が必
要です。必ず生活環境課
まで連絡をお願いします！
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　町民の皆さんが参画したまちづくりを目指し、

広く意見を聞くため、町政懇話会を開催します。

都合のつく日に参加していただき、さまざまなご

意見をお聞かせください。

日　程 場　所
6月24日㈫19:00 ～ 20:30 そうわ会館　多目的室
6月25日㈬19:00 ～ 20:30 大井小学校体育館
6月26日㈭19:00 ～ 20:30 生涯学習センター  会議室
6月27日㈮19:00 ～ 20:30 上大井小学校体育館

　平成 24 年 4 月に「自治会サポートセンター」

を町民課窓口に開設し、自治会活動に関する支

援や相談受付などを行っています。

　平成 25 年度は、自治会長などから 36 件の相

談や要望、提案などがありました。お気軽にご

利用ください。

自治会サポートセンターでは
1．自治会と町との協働事業の窓口となります。
2．自治会長からの相談に対し、町の担当課などに繋げ、調整を行います。
3．転入者に対し、積極的に自治会への加入を勧めます。
4．自治会活動に関する必要な情報を提供します。
5．自治会からの要請に対して、出前講座などを活用し、職員を派遣します。

自治会活動を応援します！ 町民課　☎ 85-5004

町民課　☎ 85-5004

「ひとづくり・まちづくり・未来づくりに向けて」
・振り込め詐欺の発生状況について　　　・町政全般についての意見交換
・平成 26 年度町主要事業について

皆さんも参加してみませんか？
　町 政 懇 話 会
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所得制限額を
超えた受給者

一律 5,000 円

所得制限額以下の
受給者

一律 15,000 円

第 1･2 子　　10,000 円
第３子以降　15,000 円

一律 10,000 円

児童の年齢など

０歳～３歳未満

３歳以上
小学校修了前

中学生

所
得
制
限
額

支
給
月

毎
年
、
２
・
６
・
10
月
の
各
11
日

申
請
の
手
続
き

　

出
生
・
転
入
な
ど
で
新
た
に
受

給
資
格
が
生
じ
た
場
合
は
、
子
育

て
健
康
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

児
童
手
当
は
、
申
請
を
し
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
月
末
に
生
ま

れ
た
場
合
な
ど
は
、
出
生
の
翌
日

か
ら
15
日
以
内
に
請
求
を
す
れ
ば
、

出
生
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

【
第
１
子
の
出
生
・
転
入
な
ど
】

必
要
な
も
の

①
請
求
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し 

　

ま
た
は
年
金
加
入
証
明
書

※
年
金
加
入
証
明
書
の
詳
細
は
、

　

子
育
て
健
康
課
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

②
所
得
課
税
証
明
書
（
申
請
者
が

　

平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
大

　

井
町
へ
転
入
し
た
場
合
の
み
）

※
平
成
26
年
１
月
１
日
に
住
所
の

　

あ
っ
た
市
区
町
村
か
ら
取
得
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
用
途
は
「
児
童
手
当
用
」
、
年 

　

度
は
「
平
成
26
年
度
（
平
成
25

　

年
分
の
所
得
）
」
と
指
定
し
て

　

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

③
請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳
と
そ

　

の
写
し（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

④
印
鑑
（
認
め
印
可
）

⑤
そ
の
他

【
第
２
子
以
降
の
出
生
な
ど
】

必
要
な
も
の

　

①
印
鑑
（
認
め
印
可
）

　

②
そ
の
他

※
制
度
の
詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご

　

不
明
な
点
は
子
育
て
健
康
課
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
現
況
届
の

　
　
　
　
　

提
出
に
つ
い
て

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

現
況
届
は
、
受
給
者
の
6
月
1

日
現
在
の
状
況
を
記
載
し
、
引
き

続
き
児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確

※ 所得制限は、所得の高い方が対象であり、  
　 世帯合算ではありません

扶養人数 所得制限限度額 収入額の目安
０人 ６２２万円 ８３３．３万円
１人 ６６０万円 ８７５．６万円
２人 ６９８万円 ９１７．８万円
３人 ７３６万円 ９６０．０万円
４人 ７７４万円 １００２．１万円
５人 ８１２万円 １０４２．１万円

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
、
6
月
上
旬

か
ら
対
象
の
方
へ
送
付
し
ま
す
の

で
、
同
封
の
案
内
文
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
左
記
の
提
出
期
限
ま
で
に

添
付
書
類
と
と
も
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
（
お
手
元
に
届
い
て
い

な
い
方
は
子
育
て
健
康
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
）

　
【
提
出
期
限
】

　

６
月
30
日
㈪
（
必
着
）

【
提
出
方
法
】

　

子
育
て
健
康
課
に
持
参
す
る
か

郵
便
で

　

児
童
手
当
は
、
家
庭
な
ど
に
お

け
る
生
活
の
安
定
と
次
代
の
社
会

を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を

目
的
と
し
て
、
児
童
を
養
育
す
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象

　

国
内
に
居
住
し
て
い
る
中
学
校

修
了
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
、
か

つ
、
大
井
町
に
住
民
登
録
が
あ
る

父
母
な
ど

※
児
童
が
海
外
に
留
学
し
て
い
る

な
ど
、
特
別
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

は
子
育
て
健
康
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

支
給
額
（
金
額
は
月
額
）

特定健診は毎年受けましょう！

　特定健診は、メタボリックシンドロームに
着目した健康診断です。
　ご自身の生活習慣を振り返る大切な機会
となりますので、年に１度は必ず特定健診を
受けましょう。

児童手当制度
子育て健康課　☎ 83-8011
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税・料の納付には
安心便利な
口座振替を！

平成25年度
まで

新たに加算
される額

平成26年度
から

均等割額 4,300 円 1,000 円 5,300 円

内訳
県民税額 1,300 円 500 円 1,800 円

町民税額 3,000 円 500 円 3,500 円

平
成
26
年
度
以
降
の

　
　
町
県
民
税
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
26
年
度
町
県
民
税
が
課
税

に
な
る
方
に
、
納
税
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
納
税

義
務
者
に
課
税
の
根
拠
、
内
容
、

税
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で

す
の
で
、
内
容
を
よ
く
確
認
し
納

期
限
ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
納
付
書
は
口
座
振
替

の
手
続
き
が
お
済
み
の
方
以
外
の

方
に
４
期
分
を
同
封
し
て
い
ま

す
。
１
枚
ず
つ
に
分
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
納
付
の
際
は
期
別
を
確

認
し
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
非
課
税
の
場
合
は
納
税
通
知
書 

　

は
発
送
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
納
税
通
知
書
の
内
容
に
変
更
が

　

あ
っ
た
場
合
は
、
年
の
途
中
で

　

あ
っ
て
も
更
正
さ
れ
た
納
税
通

　

知
書
を
発
送
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
町
県
民
税
の

　
均
等
割
額
が
変
更
さ
れ
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る

防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財

源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
平
成
26
～
35
年
度
ま
で
の
10

年
間
、
町
県
民
税
の
均
等
割
額
が

１
，
０
０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

（
県
民
税
分
・
町
民
税
分
そ
れ
ぞ

れ
５
０
０
円
ず
つ
）
こ
の
新
た
に

加
算
さ
れ
た
分
の
税
金
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
防
災
・
減
災
の
た
め

に
い
か
さ
れ
ま
す
。

【
参
考
】

町
の
均
等
割
課
税
判
定
基
準
（
均

等
割
が
か
か
ら
な
い
人
）

※
自
治
体
に
よ
り
判
定
基
準
は
異

　

な
り
ま
す
。

・
扶
養
親
族
の
な
い
人
…
前
年
の

　

合
計
所
得
金
額
が
32
万
円
以
下
の
人

　

（
例
：
給
与
収
入
9７
万
円
以
下
の
人
）

・
扶
養
親
族
の
あ
る
人
…
前
年
の

　

合
計
所
得
金
額
が
32
万
円
×（
本

　

人
＋
扶
養
者
数
）
＋
19
万
円
以

　

下
の
人　

◆
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
右
記

の
計
算
で
得
ら
れ
た
金
額
が
超
え

る
と
均
等
割
（
５
，
３
０
０
円
）

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る

　
　
　
町
県
民
税
の
特
別
徴
収

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
、
65
歳
以

上
の
方
の
公
的
年
金
な
ど
か
ら
の

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引
き
落

と
し
・
年
６
回
）
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
25
年
度
に
特
別
徴

収
を
さ
れ
て
い
た
方
は
、
原
則
、

引
き
続
き
特
別
徴
収
に
よ
り
納
税

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
平
成
25
年

４
月
３
日
～
平
成
26
年
４
月
２
日

ま
で
に
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
は
、

平
成
26
年
度
10
月
期
か
ら
新
た
に

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
方
は
、

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
年
６

回
）
の
他
、
普
通
徴
収
（
年
４

回
）
や
、
給
与
所
得
に
か
か
る
特

別
徴
収
（
年
12
回
）
の
納
税
方
法

と
併
用
し
な
が
ら
納
め
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
納
税
方
法

　

を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
新

　

た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
26
年
度
町
県
民
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

税
務
課　

☎
85—

５
０
０
８

※神奈川県の水源環境保全税 300 円分含む
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５
月
17
日
㈯
、
せ
せ
ら
ぎ
散
策

路
を
活
用
し
、
地
域
の
自
然
や
農

業
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
た
め
、「
せ

せ
ら
ぎ
親
子
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
田
ん
ぼ
体
験
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
、
参
加

者
は
金
手
地
区
の
水
路
沿
い
の

コ
ー
ス
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
、
田

植
え
を
体
験
し
た
あ
と
、
地
元
の

野
菜
を
使
っ
た
け
ん
ち
ん
汁
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
お
お
い

自
然
園
園
長
一ち

ょ

っ

き

寸
木
肇は

じ
め

さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
５
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
で
地
域
の
自
然
に
ま
つ
わ

る
ク
イ
ズ
を
と
き
な
が
ら
大
井
の

自
然
を
学
び
ま
し
た
。

　

田
ん
ぼ
体
験
で
は
、
鈴
木
静し

ず
か

さ

ん
を
講
師
に
、
同
氏
の
田
ん
ぼ
に

裸
足
の
ま
ま
入
り
、
夢
中
で
田

植
え
を
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
Ｙ
Ｓ
Ｊ
の
会
」
が

作
っ
た
け
ん
ち
ん
汁
を
み
ん
な

で
楽
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
然
観
察

の
ク
イ
ズ
が
楽
し
か
っ
た
。」「
田

植
え
は
ま
っ
す
ぐ
植
え
ら
れ
ず

大
変
だ
っ
た
。」「
野
外
で
食
べ
る

で
き
た
て
の
け
ん
ち
ん
汁
は
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
。」「
子
ど
も

に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。

収
穫
が
楽
し
み
。」
な
ど
好
評
な

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
田
植
え
し
た
苗
に
つ

い
て
は
、
秋
に
収
穫
体
験
を
行

い
ま
す
。

歩
い
て
・
植
え
て
・
食
べ
た

大
井
で

地
域
振
興
課　

☎
85-

５
０
１
３

　
「
柳
・
さ
つ
ま
い
も
・
女
性
」

の
会
の
略
で
、
地
元
の
野
菜
を

使
っ
た
総
菜
な
ど
を
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
提
供
し
て
い
る
女
性
団

体
で
す
。

　

今
回
は
、
大
き
な
釜
で
、
お

い
し
い
け
ん
ち
ん
汁
を
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

と
、
田
ん
ぼ
体
験
を
し
、
腹
ぺ

こ
に
な
っ
た
み
ん
な
の
胃
袋
を
、

お
い
し
い
け
ん
ち
ん
汁
が
満
た

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｓ
Ｊ
の
会
と
は
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　町では「平成27年大井町成人式」を開催する
にあたり、新成人（平成６年４月２日生～平成
７年４月１日生）による「成人式実行委員会」
を組織し、企画･運営を行っていただいていま
す。実行委員として積極的に活動してみたいと
いう方を募集します。
　具体的な活動としては、リハーサルを含めて
５回程度の会議を10月から開催し、当日に向け
ての準備を進めることと、１月に行われる式典
当日の運営となります。会議は、思い出に残る
式を自分たちの手で創りあげることを目的とし

平成 27 年大井町成人式
　　　　　　を成功させよう！
　　～成人式実行委員の募集～

て開催します。
　実行委員を希望される方は、７月31日㈭まで
に生涯学習課へ電話（8:30～17:15）、または
ＦＡＸ、Ｅメールにてご連絡ください。
生涯学習課　　☎83-5409
　　　　　　   FAX82-3290
Ｅメール: shougaku@town.oi.kanagawa.jp

※成人式は平成27年１月10日㈯10:00から
生涯学習センターで開催します。

　５月から９月までの間、田んぼに水を引
き入れるため農業用水路の水量が増え危険
な状態になります。
　そして、この時期堰

せ ぎ

板
い た

が外されて困って
いるという苦情も寄せられています。堰板
が外されると『田植えができない、水稲の
栽培に影響が出る』など、大きな問題とな
ってしまいます。
　水路近くで遊んだり、堰板を外したりす
るなど、いたずらは絶対しないようにしま
しょう。

※堰板とは…水路を塞
ふ さ

いで水を貯めるための板

農業用水路で遊ぶのはやめましょう

地域振興課　☎ 85-5013

　町では、地震に強い安全なまちづくりを推進する
ため、木造住宅の耐震化を応援しています。
　ぜひ、この機会にあなたの家の耐震化について、
考えてみてはいかがでしょうか。

木造住宅耐震診断補助制度
◎対象建築物（次の①②のいずれにも該当する建
　築物）
　①昭和56年5月31日以前に建築確認通知書を
　受けた一戸建住宅（２世帯住宅や併用住宅を
　含む）
　②木造２階建以下で、在来軸組工法により建築
　され、枠組壁工法やプレハブ工法でないもの

◎補助額
　耐震診断に要する経費の1/2まで（上限4万円）

木造住宅耐震改修工事等補助制度
◎対象建築物
　上記①②いずれにも該当し、かつ、耐震診断の
　結果、評点が1.0未満のもの

◎補助額
　耐震改修工事などに要する経費の1/2まで（上
　限50万円）

地震に備えて安心な暮らしを
～木造住宅の耐震化を応援します～

都市整備課　☎ 85-5014

写真は平成26年2月のもの
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まちかどリポータがまちの気になる話題を紹介

まちかど

 たけのこ掘り

　森の中に孟
もうそうちく

宗竹が入り込み、森の木々が竹に置き換
わってしまうことが、全国的に問題になっています。森を
守るためにも、せっせとたけのこを掘りたいものです。
と言っても、人の山のたけのこを掘ると問題です。
　5月11日㈰に、赤田の夏苅安

や す

章
あ き

さんの竹林で「たけの
こほり体験」が実施されました。孟

も う そ う ち く

宗竹のたけのこ堀りに
は少し遅いようですが、夏苅さんが皆さんの分を残して
おいてくれたので、全員が持ち帰ることができました。
　「たけのこを掘る前にどちら側に根が張っているか？そ
の張っている根の方を掘って切ると取りやすい。」と説明
を受けてからとりかかりました。しかし、斜面に苦戦した
り、なかなか掘れなかったり、途中で折れたりといろいろ
なことが起こりました。竹林の中は清々しい空気にあふ
れ、親子で１本のたけのこを掘る姿が各所で見られ、楽
しいイベントとなりました。
　そして、四季の里に戻ると、竹筒で炊き上げたたけのこ
ご飯があり、おいしそうな匂いが立ち込めていました。

　地域振興課が開催
した初めてのたけの
こ掘りでしたが、ひと
りでは行けそうもな
い赤田の森の奥まで
行かせてもらい、地域
の皆さんが大切にし
ている森や畑を見さ
せてもらいました。都
市部の人たちに向け
てこのようなイベント
をたくさん開催でき
たら、大井町の新し
い魅力を発信できる
のではないかと思え

ます。地域をいかした楽しいイベントでした。

（まちかどリポーター　水野和則）

 今、子ども会は

　最近、子ども会の加入率が減少しているとよく耳にしま
す。これは、多くの市町村で抱えている問題であり、大井
町も例外ではありません。そこで、大井町子ども会育成者
連絡協議会（町子連）の役員に、今の子ども会についてど
のように考えていられるのかうかがいました。
　まず、この３月で町子連役員を退任された方に話を聞
いたところ、「町子連全体の加入率は年々徐々に下がっ
ているのは事実です。この加入率が減少していることに
ついては、様々な意見があります。町子連では、子どもた
ちに魅力があり、さらに各単位子ども会の役員の負担を
軽減させられるような事業の検討・運営を行いました。そ
のひとつとして、例年行っていた“親子スポーツ大会”を
見直し、“親子芸術鑑賞会”を実施しました。その結果、役
員の負担を極力減らすことができました。」
とお話をいただきました。
　次に、今年度の町子連役員の方に話を聞きました。

「昨年度からスタートさせた“親子芸術鑑賞会”は、今年度
も実施します。子どもたちに好評であったことや単位子
ども会の役員の負担が減ったことが継続につながりまし
た。また、新しい企画として、“ＡＮＡ機体工場見学“を計
画しています。これは、子ども会が抱えている加入率の低

下を受け、町子連としても魅力ある事業の展開を考えた
結果です。このような事業が、少しでも単位子ども会への
加入を促せるきっかけになれば良いと考えています。」
とお話していただきました。
　新旧役員と話をし、共通していたことは、「町子連とは、
大井町にあるすべての単位子ども会のための連絡協議
会であり、３つの小学校の子どもたちが一緒になって活
動できる貴重な場」だと考えていることです。
　私は、子ども会が地域の中で成長していくための大切
な場のひとつだと改めて感じました。そうした活動を通し
て、地域に愛着が涌き、その子の故郷が作られていくの
だと思います。少なくとも、親の都合により子どもたちが
そうした機会をなくしてしまうことがないように、地域で
しっかりと支えていく必要があると思いました。

（まちかどリポーター　檜佐義明）

※ 親子スポーツ大会…ブルックスのグラウンドで、ティーボールを実施
※ 親子芸術鑑賞会…生涯学習センターホールに大道芸人を招き、親子一緒に一流のパフォーマンスを鑑賞
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かずこさん 27 歳
自営業

けんぞうくん
０歳

国民年金からのおしらせ

まさお君 30 歳
自営業

日本年金機構小田原事務所　☎ 22-1391
町民課　☎ 85-5007

年 金 手 帳

●●●●●

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に

所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）
、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に

在
学
す
る
学
生
な
ど
で
、
ご
本
人
の

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し

た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

〈
所
得
の
め
や
す
〉

１
１
８
万
円
＋
（
扶
養
親
族
な
ど
の

数
×
38
万
円
）

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
と
な
り
ま

す
。

　

平
成
26
年
度
の
申
請
に
つ
い
て
４

月
か
ら
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
町
民
課
の
窓
口
ま
た

は
小
田
原
年
金
事
務
所
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
申
請
に
は
、
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

【
Ｑ
１
】　

平
成
25
年
度
分
（
平
成
25

年
４
月
～
平
成
26
年
３
月
分
）
の
学

生
納
付
特
例
の
申
請
を
し
忘
れ
、
学

生
で
収
入
が
な
い
た
め
、
保
険
料
を

支
払
う
こ
が
で
き
な
い
場
合
ど
う
す

れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。

【
解
説
１
】

　

今
か
ら
で
も
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
！

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
法
律
が
改
正

さ
れ
、
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
か
月

前
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
学
生
納
付
特
例
を
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
で
あ
っ
た
期
間
で
あ
れ
ば
、

次
の
表
の
平
成
23
年
度
分
、
平
成
24

年
度
分
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
学
生

納
付
特
例
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
は
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
方
に
対
す

る
「
電
話
や
文
書
、
戸
別
訪
問
に
よ

る
納
付
督
励
や
保
険
料
の
収
納
業
務
、

免
除
等
申
請
の
勧
奨
業
務
」
に
つ
い

て
、
民
間
委
託
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
「
競
争
の
導
入
に
よ
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
い
て
、
従
来
官
公
庁
が

行
っ
て
き
た
事
業
に
関
し
て
民
間
事

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

　
　
　
　

特
例
制
度
の
ご
案
内　

日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

　学生納付特例の承認を受けた方で、
次の年度も在学予定である場合は、4
月始めに再申請の用紙が日本年金機構
から送られてくるので、引続き学生納
付特例制度をご希望の場合は、忘れず
に返送してね！

業
者
の
参
入
機
会
を
拡
げ
、
民
間
事

業
者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
「
市
場

化
テ
ス
ト
事
業
」
と
し
て
導
入
さ
れ

た
も
の
で
す
。
委
託
し
て
い
る
市
場

化
テ
ス
ト
受
託
事
業
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
受
託
事
業
者
（
平
成
26
年
３
月
１

日
現
在
）
〉

○
ア
イ
・
シ
ー
・
ア
ー
ル　

バ
ッ
ク

ス
グ
ル
ー
プ　

シ
ー
・
ヴ
ィ
・
シ
ー

共
同
企
業
体

○(

株)

ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト

○(

株)

オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン

○
キ
ャ
リ
ア
リ
ン
ク(

株)

○(

株)

バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

○
日
立
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン(

株)　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
全
６
社

●
詳
し
く
は
、
小
田
原
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

●
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
者
は
、
個
人

　

情
報
保
護
の
管
理
を
徹
底
し
て
い

　

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

※
受
託
事
業
者
の
担
当
地
区
な
ど
の

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機

　

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務
の

民
間
委
託（
市
場
化
テ
ス
ト
）

に
つ
い
て

【学生納付特例の申請可能期間と前年所得の関係】

※平成 26 年 6 月時点

免除などの申請が
可能な期間

審査の対象となる
前年所得

平成 24 年度分 平 成 24 年 5 月 ～
25 年 3 月

平成 23 年中所得

平成 25 年度分 平 成 25 年 4 月 ～
26 年 3 月

平成 24 年中所得

平成 26 年度分 平 成 26 年 4 月 ～
27 年 3 月

平成 25 年中所得
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まちのトピックス

地域の道路や水路などの現況を確認
　4月22日㈫、24日㈭、28日㈪の3日間、地区自治会長の
案内で、地域の現況を町長が直接確認し、地域住民の意見
を聞きました。
　「水路に土がたまってしまう」「雨天時に土砂崩れが起
きないように補強してほしい」などの意見や要望があり、各
自治会の現状を確認することができました。
　今後は、巡視の結果をもとに詳しく現状を調査し、要望
事項に対応していきます。

町民歩け歩け大会
　4月26日㈯ 町民歩け歩け大会が開催され、小学生から年
配の方まで20人が、春のハイキングを楽しみました。町体育
協会レクリエーション部の案内のもと、一行は大井町と開成
町の酒匂川周辺をメーンに約10㎞のコースを歩きました。
　当日は絶好のハイキング日和となり、足柄大橋と足柄紫水
大橋を渡りながら橋の上から見渡す景色を楽しみました。途
中、開成町酒匂川ふれあい館に立ち寄り、酒匂川の歴史につ
いて説明を受け、西大井にある水神宮にて酒匂川のせせらぎ
を聴きながら昼食をとり、心も体もリフレッシュしました。

みなさんの汗は未来への種まき
　5月10日㈯に総合体育館多目的室で、北見靖

やす

直
お

さん（国
立青少年教育振興機構教育事業部 指導主幹）を講師にレ
クリエーション指導者研修会を開催しました。19人の参加
者は、改めてレクリエーションの意味を学ぶ場となりました。
　実技を交えた講義では、ボディコミュニケーションの大切
さについて理解できました。また、「地域での子どもとの活
動は未来のまちづくりや担い手づくり」であることを話して
いただき、研修会の意義を再確認することができました。

わかもと製薬が優勝！！
　５月11日㈰に立花学園大井総合グラウンドで開催された
『第43回町民軟式野球大会』は、４チーム68名の参加により、
青空のもと白熱したプレーが繰り広げられました。決勝戦で
は、４連覇を掛けた「セブンティーズ」と「わかもと製薬」との
対戦になりましたが、５回表の攻撃で大量点をあげた「わか
もと製薬」がコールド勝ちで見事優勝を果たしました。

優　勝　　わかもと製薬
準優勝　　セブンティーズ
3　位　　 大井町役場
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☆写真で１か月を振り返るコーナー☆

身近な情報をお寄せください。町民課　☎ 85-5004▲ ▲▲

年 1 回の野外研修
　5月後半の「おーい！元気会」では、1年に1回の
野外研修として御殿場方面に出かけてきました。
　秩父宮記念公園の新緑を堪能しながら散策した後、
みんなで食事と買い物を楽しみ、いつもとは違った
一日を過ごすことができました。
　「おーい！元気会」は、各地区の自治会館などで楽
しく活動しています。おおむね60才以上の方でご興
味のある方は、ぜひ一度会場にお越しください。日程
は毎月「広報おおいおしらせ」に掲載しています。

□■□

□■□

□■□

□■□

　5月10日㈯ 総合体育館駐
車場で、町消防団ポンプ性能
検査と礼式訓練を行いまし
た。常に資機材を万全の状態
に保ち、災害現場で規律ある
行動をとることが、町民の安
全・安心につながります。

災害はいつ起こる分らない！

　5月13日㈫に松田警察署と
役場の幹部職員が、犯罪発生
状況や交通事故発生状況など
の意見交換をしました。地域
の安全・安心のため、これから
も相互の連携強化を図ります。

地域の安全・安心へ

おはなしの世界へ

　5月17日㈯ 昨年度から地域
の農作物を守るために活動し
ていた大井町有害鳥獣捕獲隊
が、赤田地区でイノシシを捕
獲しました。今後も、町猟友
会や農業者の方と協力して捕
獲活動に取り組んでいきます。

有害鳥獣捕獲隊活躍！

　5月14日㈬ 大井保育園で、
町図書館とおはなしキャンド
ルによるおはなし会が行われ
ました。園児たちは「かいじゅ
うたちのいるところ」などの
絵本をを読んでもらい絵本の
世界に引き込まれていました。

平成 25 年度アルミ缶回収報告

　5月14日㈬、19日㈪に今
年も役場と保健センターにグ
リーンカーテンを作るため、
ゴーヤとひょうたんの苗を植
えました。少しでも二酸化炭
素の排出を抑えられるよう取
り組んでいます。

低酸素社会へ

　平成 25 年度も多くの町民の皆さんにご協力いただ
き、次のとおり回収し、2,920㎏ 175,200 円の収益を得
ることができました。ここに 1 年間のご報告と御礼を
申し上げます。今後ともよろしくお願い申し上げます。

月 回収量 ㎏単価 収益額
4 200㎏

60 円

12,000 円
5 260㎏ 15,600 円
6 180㎏ 10,800 円
7 350㎏ 21,000 円
8 310㎏ 18,600 円
9 220㎏ 13,200 円

10 300㎏ 18,000 円
11 250㎏ 15,000 円
12 210㎏ 12,600 円
1 200㎏ 12,000 円
2 240㎏ 14,400 円
3 200㎏ 12,000 円

合計 2,920㎏ 175,200 円

特定非営利活動法人ＫＯＭＮＹほほえみ　☎ 83-8013
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まちの文芸

教室からこんにちは
No.49　大井小学校

き
っ
と
ひ
ょ
う
た
ん
に
負
け

な
い
く
ら
い
、
子
ど
も
た
ち

の
感
性
も
知
識
欲
も
大
き
く

伸
び
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

３
年
生
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
学
年
で
地
域
の
方
に
授

業
協
力
者
を
お
願
い
し
、
体

験
的
な
学
習
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
方
の
温
か
な

ま
な
ざ
し
の
中
で
の
び
の
び

と
育
つ
大
井
っ
子
た
ち
で

す
。

　

大
井
小
学
校
で
は
、
毎
年
３

年
生
が
自
分
た
ち
で
育
て
た

「
ひ
ょ
う
た
ん
」
の
実
を
利
用

し
た
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
授
業
協
力
者
の
西

大
井
在
住
の
岡
部
さ
ん
に
ご
指

導
い
た
だ
き
な
が
ら
苗
の
植
え

付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
ま
で
に
草
を
む
し

り
、
土
を
耕
し
、
元
肥
を
混
ぜ

て
と
準
備
を
重
ね
て
き
た
子
ど

も
た
ち
。
自
分
た
ち
の
班
の
苗

を
て
い
ね
い
に
植
え
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
、
水
や
り
や
芽
か

き
、
施
肥
と
い
っ
た
作
業
を
重

ね
な
が
ら
「
”自
分
た
ち
の
“

ひ
ょ
う
た
ん
」
と
向
き
合
う
こ

と
で
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
を
繰
り

返
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

元
気
に
育
っ
て
ね

岡部さんの指導のもとひょうたんの苗を植えました

元気に育つように作業しています

桜
舞
う　

十
年
振
り
の　

友
と
会
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
上　

光
子

薔
薇
の
芽
に　

今
日
の
闘
志
を　

も
ら
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
木　

澄
子

白は
く

木も
く

蓮れ
ん　

雨
に
明
日
の　

色
は
な
し　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
入
清
四
郎

橋
渡
る　

視
野
を
は
み
出
す　

花
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

春
江

純
白
は　

空
に
広
げ
て　

山や
ま
こ
ぶ
し

辛
夷　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

昌
男

野
遊
び
に　

命
の
音
を　

拾
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
根
登
美
子

コ
ン
パ
ス
に　

描
か
れ
し
や
う
な　

満
月
に

　
　
　
　

問
ひ
か
け
み
た
し　

地
球
の
未
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
木
ヤ
ス
エ

寺
坂
を　

下
り
れ
ば
わ
が
家　

藁
屋
根
に

　
　
　
　

干
し
柿
相ふ

応さ

ふ　

景
も
は
る
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

武
子

行
き
過
ぎ
し　

老
女
の
残
し
し　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

　
　
　
　
　

香
り
は
今
な
ほ　

心
に
と
ど
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
木　

順
子

短

歌

お
ほ
ゐ
短
歌
会

俳

句

お
ほ
ゐ
俳
句
会
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燃えろ！スポーツ魂

町長
間宮恒行

　

「
す
べ
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に
通
ず
」
と
は
、

「
一
つ
の
道
理
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
適
用
さ

れ
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
目
的
を
達
す
る
の

に
手
段
や
方
法
は
あ
る
。
」
と
い
う
意
味
で

あ
り
、
ロ
ー
マ
帝
国
が
全
盛
時
代
、
世
界
各

地
か
ら
首
都
ロ
ー
マ
に
道
路
が
通
じ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
物
事
が
中
心
に
向
か
っ
て
集
中

す
る
こ
と
の
た
と
え
が
語
源
で
あ
る
。

　

交
易
は
、
人
間
や
動
物
な
ど
の
運
搬
手
段

に
よ
り
、
陸
路
を
行
く
か
、
船
で
海
路
を
使

う
か
で
あ
っ
た
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
ア
ジ

ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
結
ん
だ
、
世
界
最
長
の

交
易
路
で
あ
り
、
我
が
国
で
も
「
塩
の
道
」

や
「
鯖
街
道
」
と
名
付
け
ら
れ
た
道
が
あ
る
。

ま
さ
に
道
路
が
交
易
に
促
す
役
割
は
大
き
く
、

経
済
発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
社
会

資
本
で
あ
る
こ
と
は
今
も
変
わ
り
な
い
。

　

こ
の
３
月
、
大
井
町
と
開
成
町
を
結
ぶ
２

本
目
の
橋
と
な
る
「
足
柄
紫
水
大
橋
」
の
開

通
式
が
行
わ
れ
た
。
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た

人
た
ち
が
千
人
を
超
え
、
圏
域
の
人
々
の
道

路
や
橋
に
対
す
る
思
い
を
、
神
奈
川
県
当
局

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
は
縦
貫
道
（
県
道
７
１
１
号
）

道
と
街

か
ら
国
道
２
５
５
号
ま
で
の
間
が
、
県
の
整

備
計
画
に
事
業
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
早
期
完

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
金
子
・
開
成
・
和
田
河
原
線
が
開

通
す
れ
ば
、
昭
和
43
年
に
第
一
生
命
に
よ
る

（
財
）
地
域
社
会
研
究
所
に
よ
っ
て
草
案
さ

れ
た
都
市
間
幹
線
道
路
４
路
線
が
完
工
と
な

る
。

　

現
在
県
道
７
０
８
号
（
秦
野
大
井
）
の
篠

窪
バ
イ
パ
ス
に
「
（
仮
称
）
篠
窪
大
橋
」

の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
道
路
は
、

既
に
厚
木
市
・
伊
勢
原
市
で
工
事
が
進
行
中

で
あ
る
秦
野
市
の
渋
沢
丘
陵
を
経
由
し
て
第

二
東
名
の
「
（
仮
称
）
八
沢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
」
に
結
ぶ
２
４
６
バ
イ
パ
ス
に
ア
ク
セ

ス
し
、
県
道
７
７
号
（
平
塚
松
田
）
に
上
山

田
で
合
流
す
る
。

　

将
来
は
、
県
道
７
０
８
号
を
南
進
さ
せ
山

田
地
内
を
通
過
し
、
上
大
井
か
ら
小
田
原
市

大
沢
に
貫
き
、
小
田
原
方
面
か
ら
２
４
６
バ

イ
パ
ス
を
経
て
第
二
東
名
に
通
じ
る
必
要
が

あ
る
。

　

相
和
地
域
の
活
性
化
と
小
田
原
・
足
柄
平

野
の
活
力
を
育
む
路
線
に
な
る
と
考
え
る
。

町
詞発

長

４連覇達成 大井ミニバス　男子準優勝
　5月18日㈰、足柄上郡・南足柄市・小田原の小学生(団
体戦15チーム)、中学生（個人戦）による「第39回こども柔
道大井大会」が総合体育館柔剣道場で行われました。
　大井少年柔道育成会ではＡチームが優勝(4連覇) Ｂ
チームが３位に入賞いたしました。
　日頃の稽古の成果を発揮し、成長を感じとれる大会
となりました。

　4月19日㈯～27日㈰に「小田原バスケットボール
協会長杯」が行われ、大井ミニバスケットボールク
ラブの男子（参加15チーム）が準優勝しました。

試合結果　　　　　　　　
優　勝　大井Ａ　　　　　
準優勝　小田原Ａ　　　　
３　位　南足柄Ａ・大井Ｂ

大井Ａチーム
先鋒　倉橋慧

け い

汰
た

次鋒　宮田陽
よ う

光
こ う

中堅　鍵和田周
しゅう

真
ま

副将　平野蒼
そ

空
ら

大将　野地鴻
こ う

介
す け

栗田　☎ 82-7651

　大井少年柔道育成会では、新入部員を募集しています。
ぜひ見学に来て下さい。
練習日　火曜日　18:30 ～　土曜日　18:00 ～
場　所　町総合体育館柔剣道場

　 大井ミニバスケットボールクラブでは部員を募集して
  おります。体験もできますのでお気軽にお越しください。
　

　練習日　火・水曜日    17:30 ～ 19:30
　　　　　土曜日　　　16:00 ～ 19:30　
　場　所　総合体育館、小学校体育館
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保健師

参考資料：食育基本計画、「弁当箱法を「使ったぴったり食事法」に関するアンケート調査結果（2011.3　大井町子育て健康課）、
大井町健康増進計画・食育推進計画 (2014.3　大井町子育て健康課 )、「日本人の食事摂取基準（2010 年）」
引用：３・１・２弁当箱ダイエット法（足立己幸・針谷順子著、群羊社）

　

現
在
、
私
た
ち
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い

「
食
」
に
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

①
「
食
」
を
大
切
に
す
る
心
の
欠
如

②
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事
や
不
規

　

則
な
食
事
の
増
加

③
肥
満
や
生
活
習
慣
病(

が
ん
、糖
尿
病
等)

　

の
増
加

④
過
度
の
痩
身
志
向

⑤
「
食
」
の
安
全
上
の
問
題
の
発
生

⑥
「
食
」
の
海
外
へ
の
依
存

⑦
伝
統
あ
る
食
文
化
の
喪
失　

　

特
に
最
近
は
、
大
人
だ
け
で
は
な
く
子

ど
も
の
肥
満
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
問
題

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
食
事
は
、

親
が
提
供
し
て
い
る
た
め
、
親
も
一
緒
に

食
事
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
見
直
し
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
習
慣

を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

平
成
17
年
６
月
に
食
育
基
本
法
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
「
食
育
」
と
は
、

今月は、
香川由香里
保健師です

生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
・
徳

育
・
体
育
の
基
礎
と
位
置
付
け
ら
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
知

識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健

全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

間
を
育
て
る
も
の
と
し
、
そ
の
推
進
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
平
成
26
年
３
月
に
「
大
井
町
健
康

増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

食
育
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
ひ
と
つ
の

方
法
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
３
・
１
・
２

弁
当
箱
法
（
以
下
弁
当
箱
法
）」
を
紹
介
し

ま
す
。
こ
れ
は
自
分
の
身
長
か
ら
適
し
た
大

き
さ
の
弁
当
箱
を
選
び
、
主
食
３
、
主
菜
１
、

副
菜
２
の
割
合
で
お
弁
当
箱
に
詰
め
る
方
法

で
す
。
適
量
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と

が
で
き
、
小
学
生
に
も
分
か
り
や
す
い
こ
と

も
あ
り
、
小
学
５
年
生
を
対
象
に
弁
当
箱
法

の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
弁
当
箱
法
は

ど
の
年
代
の
方
に
も
活
用
で
き
ま
す
の
で
、

家
庭
で
「
食
育
」
を
考
え
る
１
つ
の
材
料
と

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
ほ
か
に
生
活
習
慣
病
予
防
に
着
目
し

た
『
減
る
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
』、

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
方
を
対
象
と
し
た

『
か
ん
た
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
』
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
第
４
木

曜
日
の
一
般
健
康
相
談
で
は
、
栄
養
士
に
よ

る
栄
養
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

６月は食育月間です。
ご家庭での「食事」を見直しましょう！

弁当箱法の 5 つのルール
①自分に合ったお弁当箱を選ぶ
②料理が動かないようにしっかり詰める
③料理の組み合わせは
　主食 3・主菜 1・副菜 2 の表面積比に
④同じ調理法のおかずを重ねない

自分に合ったサイズのお弁当箱を選ぼう

年齢
身長の目安
（cm）

１日に必要な
エネルギー（kcal）

１食に必要な
エネルギー（kcal）

お弁当箱サイズ
（ml）の目安

女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性
3～5歳 103 103 1,250 1,300 420 430 400 400
6～7歳 119 120 1,450 1,550 480 520 500 500
8～9歳 130 130 1,700 1,800 570 600 600 600
10～11歳 141 143 2,000 2,250 670 750 700 800
12～14歳 155 160 2,250 2,500 750 830 800 800
15～17歳 157 170 2,250 2,750 750 920 800 900
18～29歳 158 171 1,950 2,650 650 880 700 900
30～49歳 158 171 2,000 2,650 670 880 700 900
50～69歳 153 166 1,950 2,450 650 820 700 800
70歳以上 148 161 1,700 2,200 570 730 600 700
○平均的な身長の人の基準サイズ。
目安よりも身長が高い人、活動量の多い人⇒お弁当箱のサイズを100ml大きくする。
目安よりも身長が低い人、活動量の少ない人⇒お弁当箱のサイズを100ml小さくする。

お弁当箱の
詰め方見本

お皿に
盛り付けると
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図書館だより

おたより紹介

天地雷動

腹心の友たちへ　村岡花子エッセイ集

本屋さんのダイアナ

植物は人類最強の相棒である

ホタルの光は、なぞだらけ

「赤毛のアン」の翻訳家・村岡花子が全国
の「腹心の友」に贈る、珠玉のエッセイ集。
波乱に満ちた生涯と、その心の軌跡をたど
る。

光るのはホタルだけじゃない。イカ、タコ、
ミミズ、キノコのなかまなど、たくさんの種
類がいる発光生物。光るしくみや光の役割、
どうして光るように進化したかなど、まだわ
からないことがたくさんある。なぞや疑問
を解こうとする研究を紹介しながら、科学
のおもしろさを伝える。

村岡　花
はな

子
こ

/ 著　河出書房新社

大場　裕
ゆう

一
いち

/ 著　くもん出版

金の星社

柚木　麻
あさ

子
こ

/ 著　新潮社

田中　修
おさむ

/ 著　ＰＨＰ研究所

伊東　潤
じゅん

/ 著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

ビジュアル食べもの大図鑑

野菜・果物や家畜動物・魚介などのもとの
すがたや育ち方、日本や世界の食文化など
を、写真とイラストで紹介。食べものにまつ
わる面白い話やエピソードも豊富。

●6月の展示
「今月の作家」
あさのあつこ・岩井三

み よ じ

四二・逢
おうさか

坂剛
ごう

・梨
な し き

木香
か ほ

歩

「ＦＩＦＡワールドカップ」
サッカー最高峰の大会、ワールドカップがブラジルで開催され
るのに合わせ、関連図書を展示します。

Event & Information

New  Books

◎開館時間　9:00～17:15　

◎問い合わせ　大井町図書館  ☎83-5409　そうわ会館図書室  ☎85-1601

▲ ▲▲

▲ ▲▲

「大穴（ダイアナ）」という名前、金色に染
めた髪、行方知れずの父親。孤独なダイア
ナに本の世界と同級生の彩子だけが光を与
えてくれた。少女から大人への輝ける瞬間
を描く。／そうわ会館に入荷

最強武田軍ＶＳ信長・秀吉・家康連合軍。
戦国時代の大転換点となった長篠の戦い。
天下を狙う武将たちは何を思い戦ったのか。
熱き人間ドラマと壮絶な合戦を描く長編歴
史小説。／そうわ会館に入荷

植物は驚異の適応力で人類を支えてきた。
人類最強の相棒といえる植物たちの足跡や
力強い生きざまをはじめ、植物たちの力を
生かすための人間の知恵と努力、過去から
現在までの共存・共生の姿などを紹介。

●６月のおはなし会

●親子いっしょのおはなし会
　6月12日㈭　10:30～11:00
　場所　図書館　おはなしの部屋
　対象　就学前のお子さんと保護者

時間／ 14:00 ～ 14:30　場所／おはなしのへや

 7 日 ㈯  蔵書点検のため休館
14 日 ㈯（絵本）　　かしこいビル

（絵本）　　まよなかのだいどころ
21 日 ㈯（絵本）　　しずくのぼうけん

（絵本）　　小さいりょうしさん
28 日 ㈯（紙芝居）　あまーいにおいのアメンボくん

（絵本）　　くんくんくん

《休館情報》
　大井町図書館　
　　6月3日㈫～10日㈫  蔵書点検のため, 23日㈪
　そうわ会館図書室
　　6月20日㈮  13:00～22日㈰　そうわ会館まつりのため

●メガソーラーの発電に期待します。（野菊さん）
●入園・入学した子どもたちにエールを贈ります。（キューちゃん）
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※有料広告掲載欄です。広告掲載を希望する方は町民課（☎ 0465-85-5004）にご連絡ください。

広報おおいに広告をのせませんか

ホームページのバナー広告も
　　　　　　　　　　　募集中です。

１枠（縦 6.5cm×横 5.5cm）　5,000 円

２枠（縦 6.5cm×横 11.5cm） 9,500 円

３枠（縦 6.5cm×横 17.5cm）14,000 円

申込・問い合わせ先
町民課　☎ 85-5004

掲載料 ( 月額 )

広告主募集

　写真は「5月19日㈪ 大井第二

幼稚園で行われた環境教室（出

前講座）」の様子です。上と下の写

真は、比べると違っているところ

が５か所あります。どこでしょう？ 

写真の数字で答えてください。

■応募方法
　はがきに、答え・住所・氏名（ペ

ンネーム）・年齢・日ごろ思うこと

（町への意見や広報おおいへの感

想などなんでもOK）を記入して応募

あて先　〒258-8501

　足柄上郡大井町金子1995番地

　大井町役場　町民課

　広報おおい係

締切　6月16日㈪

○応募者の中から、抽選で２名の

　方に粗品をプレゼントします。

○ 5 月号の答え
　  1・9・12・13・20

○当選者　（応募 8 通）

　ねねちゃんさん、K..Y さん

　おめでとうございます！
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6 月の行事予定　Schedule   of   June

編
集
お
お
い

人口と世帯数 4 月 30  日現在　（　）内は前月比

今月の納付

今月の口座振替日は 6 月 30 日㈪です。

・宅地内の漏水修理代金は、自己負担です。
・土日・祝日の開閉栓はできませんので、引っ
  越しをする方は早めに連絡をしてください。

6月１日～７日 矢口水道工業 ☎82-4069
6月８日～14日 西湘設備工業 ☎82-9916
6月15日～21日 平石設備工業 ☎82-4711
6月22日～28日 木村設備工業 ☎83-5053
6月29日～7月5日 ナカネン ☎83-6625

漏水修理当番 生活環境課　☎85-5011

お誕生おめでとう 4 月 16 日～ 5 月 15 日受理

町内交通事故発生状況 4 月１日～ 30 日

●件数 7 件　●死亡 0 人　●負傷 7 人 

日程 事業予定 場所
1 日 ㈰ 町民卓球大会（9:15〜） 総合体育館
3 日 ㈫ ぞうさんくらぶ 保健福祉センター
6 日 ㈮ 離乳食講習会 生涯学習センター

12 日 ㈭

親子いっしょのおはなし会 図書館
すこやか学級「体を楽にするリフレッシュ体操」

（10:00～）総合体育館

赤ちゃん健康相談（9:30～） 保健福祉センター

13 日 ㈮
絵本とわらべうたの会 生涯学習センター
3歳児健診（13:00～） 保健福祉センター

14 日 ㈯
おおいラジオ体操会 （10:00～） 総合体育館
初夏の生きものさがし ゆめの里

16 日 ㈪ エンジョイマタニティ（13:00～） 保健福祉センター

17 日 ㈫
かんたんクッキングセミナー（9:00～：予約制）生涯学習センター
総合相談（10：00〜12：00） 役場

18 日 ㈬ 親子相談（9:00～：予約制） 保健福祉センター

19 日 ㈭

1歳児育児教室（9:30～） 保健福祉センター
すこやか学級講演会「こころ育ては土台から」

（10:00～）生涯学習センター

認知症家族のつどい（10:00～） 保健福祉センター
20 日 ㈮ ニュースポーツ講習会（19:30～） 総合体育館

21 日 ㈯
そうわ会館まつり そうわ会館
男性の料理教室（10:00～：予約制） 生涯学習センター

22 日 ㈰ そうわ会館まつり そうわ会館

24 日 ㈫
1歳6か月児健診（13:00～） 保健福祉センター
町政懇話会（19:00～） そうわ会館

25 日 ㈬
おおい！ふるさと紙芝居の発表会（13:30～）生涯学習センター
町政懇話会（19:00～） 大井小学校体育館

26 日 ㈭
赤ちゃん健康相談（9:30～） 保健福祉センター
一般健康相談（9:30～：予約制） 保健福祉センター
町政懇話会（19:00～） 生涯学習センター

27 日 ㈮
絵本とわらべうたの会 生涯学習センター
町政懇話会（19:00～） 上大井小学校体育館

28 日 ㈯ 芸能まつり 生涯学習センター
29 日 ㈰ 芸能まつり 生涯学習センター

● 個人町県民税 1 期分
● 保育所保育料 6 月分
● し尿処理手数料 4･5 月分
● 上下水道使用料 4･5 月分
● 下水道受益者負担金 1 期分
● 幼稚園保育料 6･7 月分
● 住宅使用料 7 月分

● 人口 男性  8,676 人 （3）
　　　 女性 8,654 人（△ 12）

合計 17,330 人 （△ 9）
● 世帯数 6,527 世帯 （17）

訂正とおわび 町民課　☎ 85-5004

　広報おおい５月1日号19ページに誤りがあ
りました。ここで訂正し、深くおわびします。

正 誤
人口と世帯数　 
3 月 31 日現在

←

人口と世帯数　
●月●日現在

お誕生おめでとう
3 月 16 日～ 4 月 16 日受理
掲載 6 件／届出 7 件

お誕生おめでとう
●月●日～●月●日受理
掲載 4 件／届出 5 件

町内交通事故発生状況
3 月 1日～ 31 日

町内交通事故発生状況
●月●日～● 日

希望者のみ掲載（敬称略）　掲載 7 件／届出 7 件

　　氏名 性別 保護者 自治会

和田希
の の か

々花 女 岳広・砂重 根岸下

櫓木翔
しょうま

眞 男 裕司・憂佳 根岸下

鈴木航
こ う た ろ う

大朗 男 勇佑・浩子 市　場
上脇愛

ま な と

翔 男 武士・知佳 馬　場

大澤　葵
あおい

女 稔・亜希子 新　宿

荒井琴
こ と は

羽 女 陽介・美紀 河　原

片岡愛
あ い と

翔 男 優介・茜 金　手

　

５
月
の
中
旬
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所

で
、
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
み
ら

れ
る
町
の
風
景
で
す
が
、
季
節
を
知
ら
せ
て

く
れ
る
大
切
な
光
景
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
方
の
協
力
で
、
町
内
外
の

小
学
生
な
ど
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
田

植
え
の
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、

初
め
て
田
植
え
を
す
る
子
ど
も
た
ち
を
取
材

し
て
い
ま
す
が
、
最
初
は
恐
る
恐
る
田
ん
ぼ

に
入
っ
て
い
て
も
、
慣
れ
て
く
る
と
と
て
も

楽
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
自

分
が
食
べ
る
物
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る
か

を
、
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。「
５
月
号
は

田
植
え
の
お
お
い
」
で
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
担
当　

Y
）
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火か

砕さ
い

流り
ゅ
う

と
は
？

　

下
山
田
に
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
の
た
め
に
山
を
削
っ
た
と
こ
ろ
、
過
去
の
火
砕
流
が
堆

積
し
た
層
（
東
京
軽
石
流
堆
積
物
）
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

火
砕
流
と
は
、
火
口
か
ら
マ
グ
マ
に
由
来
す
る
高
温
の
噴
出

物
が
、
高
温
の
火
山
ガ
ス
と
共
に
流
れ
出
す
噴
火
現
象
で
す
。

平
成
３
年
の
雲う

ん

仙ぜ
ん

普ふ

賢げ
ん

岳だ
け

の
噴
火
に
よ
り
火
砕
流
が
発
生
し

て
、
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
火
砕
流
堆
積
物
は
、
箱
根
火
山
か
ら
約
６
万
６
千
年

前
に
噴
出
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
中
央
部
に
白
色

の
部
分
が
２
層
あ
り
ま
す
。
こ
の
上
部
の
層
が
火
砕
流
堆
積

物
で
す
。
厚
さ
は
５
～
６
ｍ
。
こ
の
層
に
は
箱
根
火
山
で
見

ら
れ
る
溶
岩
の
岩
片
、
う
す
い
赤
紫
色
が
か
っ
た
白
色
の
軽

石
、
火
山
ガ
ラ
ス
、
鉱
物
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

軽
石
の
中
に
は
人
の
頭
ほ
ど
の

も
の
も
多
く
入
っ
て
い
ま
す
。

　

下
部
の
白
色
の
濃
い
層
は
、

火
砕
流
堆
積
物
で
は
な
く
、
火

砕
流
に
先
駆
け
て
火
山
か
ら
噴

出
さ
れ
て
降
り
積
も
っ
た
軽
石

で
す
。
こ
の
層
の
厚
さ
は
１
～

２
ｍ
で
、
中
に
は
１
～
３
㎝
の

軽
石
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。

中
村　

俊
文
（
開
成
町
立
文
命
中
学
校
長
）

▲火砕流が堆積した層

髙橋　和久（たかはし・かずひさ）

66 歳　大井町猟友会

　　　 上山田自治会長

　趣味は、あそびの学校で子ど

もたちに自然を通した遊びなど

を教えること。自然と近い所で

活動することに体がなじんでい

る。

　

農
作
物
を
荒
ら
す
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た
め

に
活
動
を
続
け
て
い
る
の
が
大
井
町
猟
友
会
の
髙

橋
さ
ん
だ
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、相
和
地
域
で
20
～
30
か
所
に
わ
な

を
か
け
、毎
日
、獣
が
か
か
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、わ
な
の
点
検
や
、足
跡
な
ど
動
物
の
動

き
の
情
報
も
収
集
し
て
い
る
。「
常
に
情
報
を
集
め
て
、

動
物
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
考
え
な
い
と
捕
獲
は
で
き

な
い
。ま
た
、動
物
も
人
間
の
行
動
を
見
て
い
る
。捕

獲
に
は
や
る
気
と
根
気
が
必
要
。」と
話
し
た
。

　

40
年
前
か
ら
猟
友
会
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
が
、

最
近
10
年
で
、有
害
鳥
獣
の
数
は
激
増
。去
年
は
３

～
10
月
に
イ
ノ
シ
シ
７
頭
・
シ
カ
７
頭
を
わ
な
で
捕

獲
し
た
。「
有
害
鳥
獣
は
、農
作
物
を
荒
ら
す
だ
け
で

な
く
、生
産
者
に
大
き
な
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、

数
字
以
上
に
被
害
が
あ
る
。」と
現
状
を
話
し
た
。

　
「
今
後
は
、農
家
の
方
や
わ
な
の
免
許
取
得
者
の

仲
間
を
増
や
し
た
り
、大
井
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

と
協
力
し
た
り
し
て
効
果
を
上
げ
た
い
。今
が
勝
負

所
。こ
こ
の
が
ん
ば
り
次
第
で
、将
来
が
大
き
く
変

わ
っ
て
く
る
。」と
話
し
た
。大
井
町
の
農
耕
地
や
里

山
を
守
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。

今が勝負所

大井の

煌人キラビト

（上山田）
髙橋 和久 さん


